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G(W,- 去 {:F(W)eiuTdT- 碧 ･ 〔iT 〕T-仰IaJ =~∞
F(a') 2
~房 ~T!ip;∞ 云 sinabTo→0 (平均値 )
(13)
(14)
となるo従って,Fが T に依存 しなければ, a(a')- o となる｡これはもちろん当然であっ
て, ∂j(r′,T)/∂丁の T依存性が,Emissionに基本的に重要である｡ま た一方
F(I,a)-FO(a,)｡‡i(桝 Aa')T
であって, Tに関し,a'+Aa'の振動数で振動しているものとすると,









qT T｡Emt = 右 sin(-AwTo)
(17)
となり,式 (17)の場合, Aa7-0･で, ∂関数的に値が発散することが判る｡従って F(I,aJ)
の e~ia'T附近の成分が,最も重要なことを示す｡しかしながら,式 (9)のような変換が一般に
Cく:I





Il e c- dV'∂丁
(18)
の計算に移るo以上の結果として, T依存性のある項りみが有効な成分である｡今試料をC2








































































となる｡こ にゝ ひ｡は初めと終 りの速度の絶対値で, αOは加速度, dzmax は加速度を受けて
移動した垂直最大距離であって,境界領域の厚みに対応する｡この値は式 (26)より2倍程度時














































e~1;rCOSO ･eiw T dT n (r )r 2 sinO dOd¢ dr (36)
である｡従って ¢で積分して,式 (36)は恒等的に零になる｡このことは円柱対称性に依存 し
ない一般的な結論である｡それは式 (29)の和を積分で置き換えると





























は,式 (35)の箇数に,式 (42)によって与えられる位相因子の27C領域-の拡張を加 える こ
とにより,少くとも






Ⅳ 2 - (2×1012-13)2- 4×1024-26 (45)
倍といった彪大なものになる｡式 (40)で与えられたJdJ-0や, 位相因子の積分値零は,
C





























































































Pl,P2,･･･,Pa,･･,PL を考え,その位置座標を1,2,3,･･･,a,･･･,L としょう｡次に Pa
の中から,Nケの点pl(L>N)を任意に選び,P)を電子の位置と考えて, それによる
BSの電場の位相の和
′＼ノ SE- ∑ ｡iAA
を造る｡ Sは状態 (State)を示し,P)の一組に対応する｡その時
S S

















の二倍程 度 と し て , 350A を取った体積を考える｡350Aを電磁波が進む時間は10~16secで
あっ て , 丁 度 衝 突 時 間 , 式 (26)の桁になるが, その こ とは別に重要とは考えていない｡この
体 積 を V2打と 呼 ぶ と, V2行 中 の全電 子 に対し,式(29)の位相(a/C)Araが対 象 とな っていて,














十分小さく,いまL-NK とすると,その間に102×K 筒の点が存在 し, K倍以上の重畳が
実際上許されることになる｡もちろん上≫ Ⅳであれば, 独立かっ重畳を許す熱福射の場合と
一致する筈である｡






1 27C 1 1
A -27r- -- ･一一 6× 10~7･-


















である｡ ∑ は一つの状態 Sの中で,点 Plに関するcosスAの和を取っており,∑は異なる状S
態 S,S′,S′, ,を全部足していることを注意する｡こ でゝ Z に関して微分し,更にZを掛
けて再微分すると
S





















盟 - F･ 旦 些 =Ff十妄
∂z ∂z 喜










となる｡ こ でゝ Z-1とおくと,
(F)I-1-(1+a)L, (豊 )Z=1-0
〔去 (Z芸 )〕Z=.-3(lh )L-2･壬
その∬〃 の係数は
L
L -2C∬ ∴ 1･-2
であるから,式 (71)より
′＼ノ2
<I封 >- 2 ･N!(L-N)I(L-2)!
L!(N-1)!(L-Nll)!
N(L-N)



















-〃 2 の桁 となり,他の半円上から来る相殺作用は, Ⅳ 2 の桁を変えないことになる｡ このよ











































-< ∑ cosαA･∑ cos/タA+∑Ea2(-cos2αA+sin2αA)
(l i? I α
+島 ea2(-cosαA･cosPA)>
が得られる｡もちろん
∑cosα』-0 , ∑ cosβ』 ニ ーcosα』
α β,β≒α










が得られる.こ でゝくea2>が,平均変位1Aに対応する eaの低 式 (83), の二乗程度であ
るとすると,ス トカスティックな場合の値Ⅳに比し, 10~10程度に小さくなると期待される｡
0 0









とすべきことを主張されたoこゝに で｡は,式 (37)の加速度 a(I)の(依存性 を示 したもの
であって, 巧｡≧0であり,その平均値 で｡-1と仮定されるO で｡をea と同様,完全にスト
カスティックとすると,式 (88)からは彪大な BSの値が期待される｡ 従って近藤氏の疑点に
答えるためには,電子数の分布に加えて, かaの分布の一様性を加えねばならない｡ その一つ
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A-器 , o≦ αi≦ 107
である｡従って,周期性の境界条件を考慮して,




である｡位相 αAを 0≦αA_<7Cと 7J≦ αA≦ 27Fに分割することにより
5×106











( 石 野i-NO青)2- 〔∑(甲i一号)〕2Z. 乙
-37 9 -
飯田修一
=∑(ギi-す)2+i!･(甲i~ 有)(7了 す)-No(符了 f)2乙 (96)
こ､に, 首は厳密な平均値で,∑ 符iは箇々の場合の和であり,式 (95)のN.す(aA),乙
N.す(冗+αA)が対応し,従って,N｡首から,偏異する程度は,式 (96)により



































































である｡この時間Qj:,式 (28)の衝突時間 Tcよりも十分に短かいことが注意される｡ われわ



















































































を与えている｡従って, γ0を面心立方格子の値2.553Å(式 (25))と置いたとき,式 (105)
に従 うTM は,約410KとなるO従ってTM は常温付近であって, 意外に低いのである, その
原因を解明するために,一つの電子の熱エネルギーが, nkTになる確率 wnを,N筒の kT
のエネルギーが,全くストカスティックにⅣ筒の電子に分配されたとして計算してみると,



























































































であるOこ にゝe',h′はマクスウェル ･ローレンツの ripple電磁場である｡仮定により巨























た小さなものなので無視する｡式 (111)の形になると,〃Eが, 〟(r)の内部構造に依存 (完
全な微視的構造ではなく,半微視的で, 〟(r)の符号を変えないような内部構造 )しないこと
は,先に新電磁気学で説明した通りである｡


























S芸- iEncEASi- kl与(L･i)lnL- 冒 (L-Ni･i).n(L-Ni)
一石 (Ni･i)lnNi一 石 .nノ扇〕7, 乙 (116)
である｡熱統計力学の変分はNiに関して行 う｡変分を式 (116)の億で行うのは一つのミソで
ある｡その結果は
∂S芸 - kl∑∂Niln(L-NL)十∑Z, Z,㌻2(LINi) ∂Ni

















ニ ーkm lnlSE(1+三笠 )〕･∂(Ant)dV
nE
Jltf


















































e (-ev e )








































kT (eV) 0.0001 0.001 0.01 0.03 0.1 1



























において,今 C2中の小体積V.を考える｡ Vo は表3のVl程度を考えている｡V.中に存在
する電子の箇数の揺動を熱統計確率によって計算する｡C2の総体積をV2として,
L2- ｡.V2V , Lo- ｡Zov
を定義する｡又電子の総数をN2 ,Vo中の平均箇数をN.とする｡今V.中に
N =N.+ AN, AN -1,2,3,･･･
を考える｡その相対確率 wo(AN)は
u,a(AN)-L2-L.CN2-N LCN ･eXPl- UE(AN)kT
(L2- L.)! Lo!
(L2- L｡-N2+N)!(N2-N)! (Lo- N)!N!









∽o(1) (Ⅳ2- 〃0) (上｡-Ⅳo)
wo(0) (L2- LoIN2+No+1) (N.+ 1)































47CR ～ kT, % R3-V






主 主 3 主
n2 - n6 , R2- R2 (151)
であって,非常な相異である｡この考え方を逆に適用して,表3のRlを電子-ケ当りの平均













0.1eV-5,000A, 1eV- 1,600A (153)
となる.従って,表3のRlは,この数字の範囲内であるから, その論理は差支えないが,式
(149)-(151)の計算を,R>ALの範囲にまで拡張することは許されないと推定される｡






























である030,31) qニー eは電荷で,rは考えている電子と注目点を結ぶ距離ベクトル, V, 右
は電子の速度および加速度である｡電子が一様な運動29)ではなく, 加速度運動を行っていて











q仝×(仝 × V )
87rcr 嘉 一) (156)
と表現され,30)加速度 Vは陽に現れないことになる｡式 (155)はもちろん aC,¢Cに対 して
●








































1× (Ai )1/2 (157)
Rl







が得られる. 〔Rl〕は Aで表したRlの数値である.次に表面の全体積 V-は,相関がない



































り,全体は一つの電子の BSのN倍になる｡ この論理形式をこ でゝ借用し,電子の平均揺動箇




























































鋭 く反発 し,無責任なレフェリー は, "この論文はジャーナルの性格に馴染まない｡〝とでも
言ったような,返事のしょうのない査読報告を送付して拒絶するか,或は近藤氏のような場合
となる｡近藤氏の場合は公開の結果として,名前が明らかであり,返答も速やかであって,そ











近藤氏が,その ｢飯田氏へ Ⅷ-Ⅶ｣を纏めて, ｢飯田氏-,Ⅷ｣とされた｡ 筆者は,その
内容に多くの作為が含まれ,全体として事実と真理を正確に伝えていないと判断したので,こ
こに追記する｡
1) 肌 XKに対し, "｢近藤氏へ Ⅵ｣の既成稿で十分であり,校正段階の字句修正以上に,
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